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野村育世氏博士（文学）学位請求論文
論文題目 「中世の家と後家・母・女院」
審査要旨
近年、日本中世史における女性史研究の分野は、著しい進展をみせている。その状況に
は、凡そ三つの方向があるといえよう。まず第一に、天皇家や、摂関家などの高級貴族に
おける女性の歴史的役割に関わる研究をあげることができる。これらは古代史との関連性
を指摘できるが、さらに摂関期から開始された女院制に収斂される研究動向を見てとるこ
とができよう。第二には、鎌倉幕府の成立の伴って表面化した女地頭など武士社会におけ
る女性の役割を明らかにするものである。頂点として「尼将軍」北条政子に集約される面
を持つが、同時に家族史的な視点から、法制史などでも注目され、学説史的にもかなりの
厚みを有する分野である。第三には社会史的な視野から、女性の生業などに注目し、その
役割を明らかにするものである。商業や流通に関わる女性、遊女や芸能民などの役割、尼
寺など宗教と女性との関係を明らかにするものなど、この分野の研究は、ここ十数年の間
に長足な進歩を遂げたといえよう。
論者は、このような女性史の研究分野全般にわたって示唆的な研究を発表してきたが、
当論文は、とりわけ実証的な研究を積み上げてきた第一と第二の分野を中心にまとめられ
ている。第一章「中世における後家相続」では、従来、女子相続と後家相続とが同列に論
じられてきたことを批判し、後家の歴史的な役割を明らかにする 「後家権」とは、夫の。
死後、家父長権の代行者として所領のすべてを管理し、子供たちに分配する権限であると
規定し、中世的な「家」の成立が、女子分の減少と後家権の成立という二つの相異なる側
面を現出させたことを指摘する。十三世紀においては、鎌倉幕府法に守られて、この後家
権は確立したが、十四世紀にはいると、嫡子が父の置文に支えられつつ、後家に対して優
位に立つとする。この第一章は、本論文のコンセプトをよく示しており、的確な分析が加
えられた点で、とりわけ優れた内容となっている。第二章「北条政子の政治的位置」は、
第一章の後家権の実態を初期鎌倉幕府に見るものである。三代将軍実朝の死後は 「二位、
殿御時」と言われ、幕府の御家人達は、政子を将軍として所領の安堵を求め、承久の乱に
際しては政子が軍を動かす大権を握っていたことを指摘する。確かに、後家権の体現者と
して北条政子は誰でも納得のいく対象ではあるが、やや従来の政子観にとらわれていると
いう印象もぬぐいきれない。本論文の意図からすれば、貞永式目に見られる女性さらには
後家の権利明確化は、北条政子の活動そのものが影響したものであるとして論証を進めて
もよいところであろう。第三章「 家』と親族をめぐる試論」では、鎌倉幕府は、当初、『
女子を「異姓他人」に準じる者として排除する発想はなかったことを指摘し、東アジア世
界における日本の特色である女系による「家」の継承、婿養子制、いとこ婚、他人養子な
どの形成を考察したものである。
第五章「家領の相続にみる九条家」からは、貴族社会に視点を移し、まず、近衛・九条
の両家は、共に、摂関家出身の女院領を経済的基盤として成立したものであることを明ら
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かにする。十三世紀終わりには九条家領は嫡子忠教のもとに一元的に集積されることを示
し、武士の家との比較を行っており、このような視点を導入した最初の論文として注目さ
れるものである。第六章「皇嘉門院－その経営と人物－」では、九条家創出の母胎となっ
た皇嘉門院の人間像を明らかにしたもので、女院領に対して積極的に指揮する姿が活写さ
れている。また、教養面で弟の九条兼実（九条家の祖）を指導した点も掘り起こされ、興
味深い。第七章では「不婚内親王の准母立后と女院領の伝領」は、皇室における女院領形
成の特質を明らかにしたものである。八条院や宣陽門院が不婚内親王から立后し、女院と
なったものであることを示し、その際、准母として天皇の母に擬制することを指摘する。
これらの大荘園領主は、女院から女院へと、猶子・養子関係を利用しつつ相伝されていっ
た。女院領の相伝は基本的に女院の意志で決められるものであるが、鎌倉時代末期の両統
迭立期になると 「嫡嗣」一人にほとんどの所領が相続される状況が生まれ 「女院領の、 、
時代」の終焉を迎えるとする。第八章の「女院論」は后宮と女院の役割分担を分析したも
ので、前者が天皇を取り巻く神祇祭祀の一翼を担う存在であるのに対して、後者は当時流
行の仏事を生活の中心に据えたものであることを明らかにしている。ここから中世の王権
論の特質が見えてくるといえよう。
本論には、以上のほかに五つの付論が載せられている。例えば付論五「中世女帝幻想」
は近代と並んで女帝が存在しなかった時代である中世における女帝イメージを探ったもの
で、女帝即位はあり得たことであり、女帝の礼服は常に想定されていて、それは白の装束
であったことを指摘する。鎌倉時代の物語では実際に存在しない女帝が至高の白を着るこ
とになっていたことを明らかにし、そのイメージは人々の意識の中に、王権の聖性を体現
するものとして確かに存在していたという。本論文では、実証性を重視したために背後に
後退した論者のゆたかな感性を垣間見させてくれるものとなっている。なお、第四章「母
の力－沙石集における女性観－」は女性の性愛の分析を中心とするもので、社会史的な視
点が生かされているといえよう。
以上、本論文は、中世前期における女性の歴史的役割を、武士層と貴族層にまたがって
追究したスケールの大きな論考で、とりわけ「後家権」をキーワードとして分析した武士
層における女性の役割の究明はこの分野の研究に大きく貢献するものであるといえよう。
以上のことから、本論文は博士（文学）の学位を授与するに値するものであると判断され
る。
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